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『教養としての物理学入門』第1～2刷正誤表

この度は，標記書籍をお買い求めいただき誠にありがとうございました。
標記書籍に誤りがありました。訂正し，深くお詫び申し上げます。

【第1刷】
ページ
数 位置 誤 正

1 章見出し 宇宙のビックヒストリー 宇宙のビッグヒストリー
ねらい2行目 今日に至るまでの歴史（ビック 今日に至るまでの歴史（ビッグ
1.2節見出し ―ビックバンから元素合成まで― ―ビッグバンから元素合成まで―
下から6行目 高温・高密度の状態をビック 高温・高密度の状態をビッグ

2 表1.1内 ビックバン ビッグバン
ビックバン元素合成 ビッグバン元素合成
ビックバンから3分後 ビッグバンから3分後

ビックバンから約38万年後 ビッグバンから約38万年後
3行目 加熱をビックバンとよぶ 加熱をビッグバンとよぶ
4行目 ビックバンの3分後からの ビッグバンの3分後からの
5行目 これをビックバン元 これをビッグバン元
下から4行目 ビックバンから約38万年 ビッグバンから約38万年

4 6行目 低い場所がビックバンから 低い場所がビッグバンから
5 解答（1） 3.14 3.16

解答（4） 15（厳密には15.1 である． 14（厳密には14.1 である．
8 下から14行目 ビックバンとビッククランチが周期的に ビッグバンとビッグクランチが周期的に

下から12行目 的死，ビックリップ 的死，ビッグリップ
下から9行目 ならない．ブッラクホール ならない．ブラックホール
脚注1行目 ビックリップでは ビッグリップでは

99 14行目 ビックバンから変わらない ビッグバンから変わらない
118 5行目 ビックバン直後に ビッグバン直後に
153 左段

4～5本目の
数式

（b）積分公式
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（b）積分公式
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【第1刷～第2刷】
ページ
数 位置 誤 正

5 1行目
例の数式

最小桁にだけあいまいさが現われるように丸める．よってこの場合，
小数点以下第 2位の 5を四捨五入する．よって答えは 5.5となり有効
数字 2桁である．この例では，

 (有効数字 3桁)#(有効数字 2桁)=(有効数字 2桁)

これを一般化して

(有効数字m桁)#(有効数字 n桁)=(有効数字 n桁)　（nEm）

がいえる．この考え方は，わり算のときも成り立つ．

例題1.1 つぎの有効数字同士の計算をせよ．
（1）1.233#2.56

（2）9876'123

（3）12.5'5.4

（4）3.14#4.5

（1）3.16

（2）80.3

（3）2.3

（4）14（厳密には 14.1である．これは例外で「桁上がりの場合」とい
われる．理由は筆算をして確かめよ．）

Focus 1.3  有効数字同士の計算（たし算・ひき算）

　計算結果は絶対値の大きい数値が支配的となる．

よって，13.59

よって，27

例 2.37 有効数字 3桁
# 2.3 有効数字 2桁

711 ※黄色の部分にあいまいさが
含まれている474

5.451

解答

例 1 13.58

+ 0.013

13.593

例 2 13.58

+ 13

26.58

1.3 地球の誕生 5

最小桁にだけあいまいさが現われるように丸める．よってこの場合，
小数点以下第 2位の 5を四捨五入する．よって答えは 5.5となり有効
数字 2桁である．この例では，

 (有効数字 3桁)#(有効数字 2桁)=(有効数字 2桁)

これを一般化して

(有効数字m桁)#(有効数字 n桁)=(有効数字 n桁)　（nEm）

がいえる．この考え方は，わり算のときも成り立つ．

例題1.1 つぎの有効数字同士の計算をせよ．
（1）1.233#2.56

（2）9876'123

（3）12.5'5.4

（4）3.14#4.5

（1）3.16

（2）80.3

（3）2.3

（4）14（厳密には 14.1である．これは例外で「桁上がりの場合」とい
われる．理由は筆算をして確かめよ．）

Focus 1.3  有効数字同士の計算（たし算・ひき算）

　計算結果は絶対値の大きい数値が支配的となる．

よって，13.59

よって，27

例 2.37 有効数字 3桁
#  2.3 有効数字 2桁

711 ※黄色の部分にあいまいさが
含まれている474

5.451

解答

例 1 13.58

+ 0.013

13.593

例 2 13.58

+ 13

26.58

1.3 地球の誕生 5

711 711
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157 ❸SI接頭語
表

付録C　主な物理量と単位

❶ SI 基本単位

物理量 主な記号 単位の名称 記号 他の単位との関係

長さ r，l
メートル m

オングストローム Å =10-10 m

質量 m，M キログラム kg

時間 t 秒 s

温度 T ケルビン K

物質量 n モル mol

電流 I アンペア A

光度 カンデラ cd

❷ SI 組立単位

物理量 主な記号 単位の名称 記号 他の単位との関係
角度 i ラジアン rad =（180/r）°
面積 S，A 平方メートル m2

体積 V 立方メートル m3

密度 t キログラム毎立方メートル kg/m3

速度，速さ v，V メートル毎秒 m/s

加速度 a メートル毎秒毎秒 m/s2

角速度 ~ ラジアン毎秒 rad/s

振動数，周波数 f，o ヘルツ Hz =1/s

力 F，f ニュートン N =kg・m/s2

運動量 p キログラムメートル毎秒 kg・m/s

圧力 p
パスカル Pa

=N/m2

=kg/（m・s2）
気圧 atm =101325 Pa

仕事，エネルギー E
ジュール J =N・m=kg・m2/s2

電子ボルト eV =1.602176×10－19 J

仕事率，電力 P ワット W =J/s=kg・m2/s3

比熱 c ジュール毎キログラム毎ケルビン J/（kg・K）
モル比熱 C ジュール毎モル毎ケルビン J/（mol・K）
熱容量 C ジュール毎ケルビン J/K =kg・m2/（s2・K）
電気量 q クーロン C =s・A

電位，電圧 V ボルト V =W/A=J/C

電場の強さ E ボルト毎メートル V/m =N/C

電気容量 C ファラド F =C/V

電気抵抗 R オーム X =V/A

磁束 U ウェーバー Wb =V・s

磁束密度 B テスラ T =Wb/m2

磁場の強さ H アンペア毎メートル A/m

インダクタンス L ヘンリー H =Wb/A

リアクタンス オーム X =V/A

放射能の強さ ベクレル Bq =1/s

吸収線量 グレイ Gy =J/kg=m2/s2

線量 シーベルト Sv =J/kg=m2/s2

❸ SI 接頭語

名称 記号 大きさ
ヨタ yotta Y 1024

ゼタ zetta Z 1021

エクサ exa E 1018

ペタ peta P 1015

テラ tera T 1012

ギガ giga G 109

メガ mega M 106

キロ kilo k 103

ヘクト hecto h 102

デカ deca de 10

デシ deci d 10-1

センチ centi c 10-2

ミリ milli m 10-3

マイクロ micro n 10-6

ナノ nano n 10-9

ピコ pico p 10-12

フェムト femto f 10-15

アト atto a 10-18

ゼプト zepto z 10-21

ヨクト yocto y 10-24

❹ ギリシア文字

大文字 小文字 読み方
A a アルファ
B b ベータ
C c ガンマ
D d デルタ
E f イプシロン
F g ツェータ
G h イータ
H i シータ
I k イオタ
J l カッパ
K m ラムダ
L n ミュー
M o ニュー
N p クサイ
O q オミクロン
P r パイ
Q t ロー
R v シグマ
S x タウ
T y ウプシロン
U z，{ ファイ
V | カイ
W } プサイ
X ~ オメガ
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付録C 主な物理量と単位

❶ SI 基本単位

物理量 主な記号 単位の名称 記号 他の単位との関係

長さ r，l
メートル m

オングストローム Å =10-10 m

質量 m，M キログラム kg

時間 t 秒 s

温度 T ケルビン K

物質量 n モル mol

電流 I アンペア A

光度 カンデラ cd

❷ SI 組立単位

物理量 主な記号 単位の名称 記号 他の単位との関係
角度 i ラジアン rad =（180/r）°
面積 S，A 平方メートル m2

体積 V 立方メートル m3

密度 t キログラム毎立方メートル kg/m3

速度，速さ v，V メートル毎秒 m/s

加速度 a メートル毎秒毎秒 m/s2

角速度 ~ ラジアン毎秒 rad/s

振動数，周波数 f，o ヘルツ Hz =1/s

力 F，f ニュートン N =kg・m/s2

運動量 p キログラムメートル毎秒 kg・m/s

圧力 p
パスカル Pa

=N/m2

=kg/（m・s2）
気圧 atm =101325 Pa

仕事，エネルギー E
ジュール J =N・m=kg・m2/s2

電子ボルト eV =1.602176×10－19 J

仕事率，電力 P ワット W =J/s=kg・m2/s3

比熱 c ジュール毎キログラム毎ケルビン J/（kg・K）
モル比熱 C ジュール毎モル毎ケルビン J/（mol・K）
熱容量 C ジュール毎ケルビン J/K =kg・m2/（s2・K）
電気量 q クーロン C =s・A

電位，電圧 V ボルト V =W/A=J/C

電場の強さ E ボルト毎メートル V/m =N/C

電気容量 C ファラド F =C/V

電気抵抗 R オーム X =V/A

磁束 U ウェーバー Wb =V・s

磁束密度 B テスラ T =Wb/m2

磁場の強さ H アンペア毎メートル A/m

インダクタンス L ヘンリー H =Wb/A

リアクタンス オーム X =V/A

放射能の強さ ベクレル Bq =1/s

吸収線量 グレイ Gy =J/kg=m2/s2

線量 シーベルト Sv =J/kg=m2/s2

❸ SI 接頭語

名称 記号 大きさ
クエタ quetta Q 1030

ロナ ronna R 1027

ヨタ yotta Y 1024

ゼタ zetta Z 1021

エクサ exa E 1018

ペタ peta P 1015

テラ tera T 1012

ギガ giga G 109

メガ mega M 106

キロ kilo k 103

ヘクト hecto h 102

デカ deca de 10

デシ deci d 10-1

センチ centi c 10-2

ミリ milli m 10-3

マイクロ micro n 10-6

ナノ nano n 10-9

ピコ pico p 10-12

フェムト femto f 10-15

アト atto a 10-18

ゼプト zepto z 10-21

ヨクト yocto y 10-24

ロント ronto r 10-27

クエクト quecto q 10-30

❹ ギリシア文字

大文字 小文字 読み方
A a アルファ
B b ベータ
C c ガンマ
D d デルタ
E f イプシロン
F g ツェータ
G h イータ
H i シータ
I k イオタ
J l カッパ
K m ラムダ
L n ミュー
M o ニュー
N p クサイ
O q オミクロン
P r パイ
Q t ロー
R v シグマ
S x タウ
T y ウプシロン
U z，{ ファイ
V | カイ
W } プサイ
X ~ オメガ
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quetta Q 10quetta Q 1030

ロナ

-27

quecto q 10quecto q 10


